
かしわ市議会だより 平成24年11月１日（６）第195号

市長から提出された条例や補正予算などの議案に

ついて、各委員会での審査の内容の一部をお知らせ

します。

委員会審査委員会審査委員会審査委員会審査委員会審査

建設業従事者のアスベスト被害者の
早期救済・解決を求める意見書

アスベスト（石綿） を大量に使用したことによるアスベスト被害

は多くの労働者、 国民に広がり、 現在でも建物の改修、 解体に伴う

アスベストの飛散が続いている。また東日本大震災で発生した大量の

瓦れき処理に伴う被害の拡大も心配されている。

欧米諸国で製造業の従事者に多くの被害者が出ているのに比べ、日

本は、建設業従事者に多くの被害者が生まれていることが特徴である。

その大きな原因は、アスベストのほとんどが建設資材等として建設現

場で使用され、また国が建築基準法等で不燃化、耐火工法として、ア

スベストの使用を進めたことにある。

特に建設業従事者は重層下請構造のもとで多くの現場に従事するこ

とから、労災に認定されることにも困難が伴い、多くの製造業で支給

されている企業独自の上乗せ補償もないのが実情である。

よって、政府においては、建設業従事者のアスベスト被害者と遺族

が生活できるよう救済措置を実施するとともに、アスベスト被害の拡

大を根絶する対策を直ちにとり、アスベスト問題の早期解決を図るよ

う強く要望する。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２４年９月２８日

千葉県柏市議会

内閣総理大臣，厚生労働大臣あて

民有地の除染対策を求める決議

市は福島第一原子力発電所事故に起因する放射能問題に対して、市

民の不安を払拭するため、公共施設の除染を積極的に進めるなど、一

定の評価を得ている。

しかしながら、現在、公共施設の除染については国において一部財

政措置がなされているが、民有地の除染については自治体が直接的に

実施した場合のみであり、かつ補助対象となる除染作業項目が限定的

であるなど、充分な内容とはなっていない。

放射能除染に対する補償は東京電力株式会社が負うべきことは論を

待たないところではあるが、東京電力株式会社においてはいまだ受け

付ける体制が整っていないのが現状である。

執行部においては、民有地を含めた除染費用及び個人が民有地の除

染を行った費用について補償するように、東京電力株式会社に対して

積極的に働きかけるよう強く要望する。

以上、決議する。

平成２４年９月２８日

千葉県柏市議会

※市長、東京電力㈱に送付しました。

せ
た
一
括
発
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で
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。
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5

ア
ナ
ロ
グ
波
か
ら
デ
ジ
タ
ル
波

に
変
更
す
る
メ
リ
ッ
ト
及
び
デ
メ
リ

ッ
ト
は
。

6

ア
ナ
ロ
グ
波
は
周
波
数
を
合
わ

せ
る
と
傍
受
で
き
て
し
ま
う
が
、
デ

ジ
タ
ル
波
に
す
る
と
傍
受
不
可
能
と

な
り
個
人
情
報
が
保
た
れ
る
。

▼
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算

5

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
で
、
犯
罪

防
止
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
。

6

ひ
っ
た
く
り
の
防
止
を
目
的
に

カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
。
件
数
は
、
平

成
22
年
は
２
２
８
件
。
平
成
23
年
は

62
件
に
減
少
し
た
。

5

大
室
分
署
移
転
建
設
整
備
事
業

の
用
地
購
入
費
を
計
上
し
て
い
る
が
、

い
つ
ご
ろ
建
設
す
る
の
か
。

6

今
年
度
用
地
を
取
得
し
、
来
年

度
２
カ
年
か
け
て
工
事
し
、
平
成
26

年
10
月
に
開
署
予
定
で
あ
る
。

▼
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

5

広
報
活
動
事
業
は
、
単
発
の
話

な
の
か
、
25
年
度
以
降
も
続
け
て
や

っ
て
い
く
と
い
う
前
提
な
の
か
。

6

子
育
て
世
代
や
住
宅
系
の
雑
誌

等
で
広
告
を
出
し
、
５
０
０
万
円
で

や
れ
る
部
分
を
や
っ
て
い
く
。
25
年

度
以
降
は
状
況
を
見
て
判
断
す
る
。

5

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
の
指
定
管
理
者
選

定
は
、
市
内
業
者
育
成
、
雇
用
関
係
、

危
機
管
理
が
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た

柏
の
文
化
を
ど
う
考
え
る
か
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
総
合
的
に
議
論
し
た

中
で
し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

6

そ
れ
ら
も
業
者
選
定
の
評
価
に

取
り
入
れ
て
い
る
が
、
強
く
意
識
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

▼
24
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

5

委
託
業
者
の
窓
口
業
務
等
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
重
要
だ
が
、
重
視
す
る

と
ト
ラ
ブ
ル
も
起
こ
り
や
す
く
な
る
。

い
い
も
の
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

6

窓
口
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
っ
て

も
動
く
も
の
で
は
な
い
。
最
終
的
に

は
人
間
力
。
た
だ
し
、
民
間
業
者
が

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
と
市
が
考

え
な
い
視
点
も
入
っ
て
く
る
相
乗
効

果
が
出
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

▼
こ
ど
も
ル
ー
ム
条
例
の
改
正

5

新
た
に
設
置
す
る
手
賀
西
小
学

校
の
こ
ど
も
ル
ー
ム
は
定
員
30
人
だ

が
、
そ
れ
を
超
え
た
場
合
は
。

6

定
員
は
、
近
隣
の
風
早
北
部
小

学
校
の
こ
ど
も
ル
ー
ム
の
入
所
率
、

ま
た
全
ル
ー
ム
の
入
所
傾
向
か
ら
算

出
し
た
も
の
。
学
区
外
就
学
な
ど
不

確
定
な
要
素
も
あ
る
が
こ
れ
か
ら
の

手
賀
西
小
の
設
備
状
況
を
見
な
が
ら
、

き
ゅ
う
き
ゅ
う
と
し
た
運
営
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

5

手
賀
西
小
の
ル
ー
ム
の
定
員
を

決
め
る
際
、
就
学
前
の
子
供
に
関
す

る
意
向
調
査
は
行
っ
た
の
か
。

6

具
体
的
な
調
査
は
し
て
い
な
い

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
「
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
」

が
、
放
課
後
遊
び
の
中
で
放
課
後
児

童
の
関
係
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
、

学
校
か
ら
そ
の
情
報
も
得
た
上
で
30

人
と
い
う
算
定
を
行
っ
た
。

▼
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
改
正

5

県
の
規
定
改
正
に
伴
っ
て
市
が

今
回
条
例
改
正
す
る
ま
で
の
間
に
、

対
象
か
ら
外
れ
る
よ
う
な
事
例
は
生

じ
な
か
っ
た
か
。

6

県
の
改
正
か
ら
時
間
が
た
っ
て

い
る
が
、
不
利
益
と
な
る
事
例
は
発

生
し
て
い
な
い
。

▼
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

5

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー

助
成
に
関
し
て
、
子
供
は
全
員
が
検

総

務

委

員

会

市
民
環
境
委
員
会

▼
東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
条
例
の

制
定

5

基
金
の
活
用
方
法
は
。

6

大
規
模
災
害
へ
の
対
応
事
業
に

充
て
る
た
め
、
防
災
力
の
向
上
、
健

康
不
安
へ
の
対
応
、
風
評
被
害
対
策

を
三
本
柱
と
し
て
考
え
て
い
る
。

▼
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

5

急
速
充
電
設
備
の
今
後
の
必
要

設
置
数
と
現
況
設
置
数
は
。

6

必
要
数
は
電
気
自
動
車
の
普
及

に
比
例
。
現
況
は
３
カ
所
で
あ
る
。

▼
財
産
の
取
得
（
災
害
対
応
特
殊
は

し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
車
・
高
規
格
救

急
自
動
車
）

5

現
在
保
有
し
て
い
る
は
し
ご
車

と
救
急
車
の
出
動
回
数
と
走
行
距
離

及
び
廃
車
方
法
は
。

6

は
し
ご
車
は
56
回
、
走
行
１
万

５
千
キ
ロ
。
救
急
車
は
20
万
キ
ロ
、

昨
年
度
出
動
回
数
は
２
２
０
０
回
で

あ
る
。
廃
車
方
法
は
市
内
業
者
を
対

象
に
競
売
を
考
え
て
い
る
。

5

車
両
と
資
機
材
を
分
離
発
注
し

た
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

6

車
両
が
不
調
と
な
っ
た
た
め
、

従
前
ど
お
り
車
両
と
資
機
材
を
あ
わ

査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
奨
励
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

6

国
・
県
へ
の
要
望
を
行
い
つ
つ
、

市
民
の
不
安
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

▼
工
事
の
請
負
契
約
締
結
の
一
部
変

更
（
大
津
川
左
岸
第
４
号
雨
水
幹
線

工
事
）

5

事
業
費
増
額
の
理
由
は
。

6

発
進
部
立
坑
の
矢
板
長
の
変
更
、

到
達
立
坑
の
薬
液
注
入
量
の
変
更
の

２
点
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

5

安
く
落
札
さ
せ
て
追
加
工
事
を

行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
が

な
い
。
今
後
改
善
し
て
ほ
し
い
が
。

6

補
助
事
業
は
過
大
設
計
に
な
る

と
対
象
で
な
い
部
分
が
出
て
く
る
こ

と
も
あ
る
。
設
計
変
更
し
て
金
額
を

ふ
え
る
こ
と
を
前
提
に
設
計
を
行
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
今
後
、

適
正
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

▼
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更

5

内
容
は
字
の
変
更
で
あ
る
が
手

賀
沼
の
し
ゅ
ん
せ
つ
土
を
使
う
と
の

こ
と
。
放
射
能
の
心
配
は
な
い
の
か
。

6

15
年
度
か
ら
18
年
度
ま
で
に
覆

土
も
含
め
て
し
ゅ
ん
せ
つ
は
完
了
し

て
お
り
、
震
災
前
の
土
砂
で
あ
る
。

▼
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

5

人
・
農
地
プ
ラ
ン
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
県
の
緊
急
雇
用
の
基
金
を

活
用
す
る
が
、
市
内
の
方
を
雇
用
す

る
の
か
。
ま
た
直
接
雇
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

6

制
度
上
、
市
内
の
方
限
定
に
で

き
な
い
。
農
家
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
収
を
す
る
だ
け
で
あ
る
な
ら
地
理

の
わ
か
る
市
内
の
人
を
市
が
直
接
採

用
す
る
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
地
図
情
報

と
し
て
一
元
化
し
、
さ
ら
に
地
域
の

５
年
後
、
10
年
後
の
農
業
の
姿
を
取

り
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
今
回
は
コ
ン
サ
ル
に
委
託
す
る
。

建
設
経
済
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会


